創世記　２章　６－１０節
２０２３年２月５日
●土の塵と命の息による人間の創造
　神は土の塵で人を形づくられ、その鼻に命の息を吹き入れられた。こうして人は「生きる者」となったが、ここには人間がいかなる存在であるかが明確に教示されている。第一に、「土の塵」から造られたということは、人間がその物質的要素において他の被造物と異なることがないことを示している。また、「土の塵」から創造されたという表現は現代科学に照らし合わせて最も的確なものである。事実、人間の体を構成している元素は土に含有されている元素とほぼ同じだからである。第二に、「命の息」を吹き入れられることで「生きる者」となったということは、神が人間を特別な存在として創造され、神の生命を吹き入れられたということを意味している。人間は肉体においては他の被造物と同じ物質的要素によって形づくられているが、霊においては神の命の息が吹き入れられた存在として神の霊性を宿しているのである。
「土の塵で人を形づくり」：「土の塵」とは土の塊のことである。また、「形づくり」は原語では「ヤツァル」で陶工が陶器や泥人形を作る時に使われる語である（イザヤ29:16, エレミヤ18:3-6）。泥で造られた人形に神の息（息吹・生気）が吹き込まれて、人は「生きる者」となったのである。
「人はこうして生きる者となった」：「生きる者」と訳出されている原語は「生き物」（1:20,24）とも訳されている。つまり、動物（魚、鳥、地上の生き物）は神の御言葉による創造で「生きる者」となったが、人間は命の息を吹き入れられることで初めて「生きる者」となった。ここに人間が生きるということの真意が隠されている。人間は神からの命の息によってのみ生きる者となるのである。
＊人間が命の息を吹き入れられることで「生きる者」となったということは、人間は神の霊によって生かされる存在であるということである。神の命の息吹を吹き入れられることで私たちは真に生きられるのであり、たとえ肉体は生きていても、命の息を失うことは霊における死を意味する。「あなたが生きているとは名ばかりで、実は死んでいる」（黙示録3:1）と告発されたのは、私たちが命の息を失っているからである。神からの命の息で私たちは生きる者となるのであり、サタンからの偽りの命の息を吹き入れられることで、私たちは生きているのは名ばかりの死人となってしまうのである。

「自ら形づくった人をそこに置かれた」：神が自ら形づくった人間をエデンの園に置かれたということは、神御自身が人間の住むべき場所を準備しただけでなく、その場に連れて来られたということである。人間は神の似姿に創造され、神の命の息で生かされ、神の愛の御手でいつも持ち運ばれているのである。
